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 【目的】  
4 年制大学で介護福祉を学ぶ学生は、介護実習やソーシャルワーク実習など、実習期間も
長期となり、対象者も、高齢者、障害者など、実習場所も施設や在宅など、多様な実習を
こなさなくてはならない。介護実習で対人援助を行う介護福祉士養成施設の学生は、一般
大学生より多くのストレスに暴露されているといっても過言でない。実習中は多くの精神
的エネルギーを必要とし、将来介護福祉を担う専門職として、学生時代からの心身の健康
維持への気構えと実践は必須といえる。これまで、介護福祉士養成施設の学生の運動習慣
や身体活動量、睡眠状況、体力測定、気分感情評価としての Profile of Mood States（ POMS）
による包括的な実態調査の研究はなされていない。実習中の運動習慣や身体活動量や睡眠
時間、気分感情尺度の結果は、今後の介護従事者が心身の健康状態を維持する上での手が
かりとするため、研究に着手するに至った。  
【方法】  
1．研究対象者  
聖隷クリストファー大学社会福祉学部介護福祉学科 1 年次生  2 年次生 3 年次生  
2．調査項目   
 １）運動習慣：質問紙  ①運動セルフエフィカシー  ②運動行動の変容ステージ  
２）気分感情：質問紙  POMS 2 ３）体力測定   ①握力   ②等尺性膝伸展筋力  
４）身体活動量・睡眠状況  
3．調査期間  
 2018 年 1 月 22 日倫理委員会承認後、 2018 年 2 月～ 2018 年 7 月の通常授業と介護実習の  
 各 5 日間、 a.介護実習Ⅰ－② 1 年次生（ 2018 年 2 月）ｂ .介護実習Ⅲ 3 年次生（ 2018 年 2
月） c.ソーシャルワーク実習 3 年（ 2018 年 6～ 9 月） d.介護実習Ⅲ 2 年次生（ 2018 年 8～
9 月） e.介護実習 1－① 1 年次生（ 2018 年 9 月）  
【結果】  
 2018 年 4 月末現在、介護実習と通常授業における 2018 年 2 月の介護実習 1－②の男子 1
名、女子 5 名、介護実習Ⅲの女子 2 名の身体活動量と睡眠状況では、介護実習中：平均
歩行（ 5983.55 歩）、移動距離（ 3.64km）、消費カロリー（ 1928.59cal）階段（ 154.09 段）
睡眠時間（ 347.18 分）であった。通常授業は、 4 月現在調査中であり、質問紙 POMS の集
計を実施している。介護実習後、定期試験のため授業形態が異なり、春休みとなったた
め、同学生の新年度開始後の 4 月中旬より、通常授業の身体活動状況と睡眠状況を測定
している。今後も同学生のソーシャルワーク実習、介護実習Ⅱの追跡調査を実施する。  
【考察】  
 4 月現在通常授業を計測中のため、介護実習Ⅰ－②、介護実習Ⅲについて、 5 月 23 日の
合同発表会において、身体活動量、睡眠状況、 POMS について、一般大学生と比較分析し
考察する。また、体力測定、運動習慣についても同様に比較分析し考察する。  
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